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す
ば
ら
レ
い
港
要

・ヽ５
暮
百
く
べ
く
、
一
」里
日
，
諷
ら
な
い
び

Ｙ
キ
一に
縄
ん
ド
広
げ
く
、
自
分
に
購
そ
う
い

，
■
え
寄
ｔ
撃

く

才
棄

が
な
い
と
い
う
こ
と
と
あ
ら
摯
み
で
、
ハ
ゥ
キ
サ
こ
苺
響

し
■
た
摯
ぃ
で
あ
ツ
ま
さ
″．

ら

Ｆ
粛
↑
公
ざ

こ
れ
ド

け
ら
埋

養
卜
議

，
春
す

と
バ

ま

，
在

く
多

く

の
人

々
に
こ

，
ｚ
は

こ
ん
な

い
合
質

が
嗜

え
了
ヒ
感
ふ

′

フ
Ｚ

己
ぃ
な
ぃ

ょ
夕
で
し
な

。
寺
準

な

け
子
知
熊
府

が
あ
り
き

す

か
ら

、

一
（平
一湖
、
す
で
卜
今
日

の
Ｓ

ド
絆
の
一番
轟

亀
洋

極

し

て
バ

ッ
ま

し
を
が
ご

Ｓ
Ｆ
に
ぶ興
し
て

一
律

あ

澪
斃
と
を

う
と
い

ぅ

こ
と
こ
れ一卜
し
く
な
り
ま
す

。
何

し
３
５

卜
が
修

こ
だ

と
い
ぅ

人

は
租
は
が
強

い
で
す
が
う
。

し
，

が
つ
て
Ｓ

Ｆ
の
中
で
し
ヽ

自
分

め
爆
こ
な
分
野
と
・ｇ
一ん
で
、

ノ‐、
こ
な
ヶ
に
、
ァ
と

っ
く
フ

て
澪
動
す
る
よ
う
ド
な
３
と
い
う
の
は
自
省̈
の
理
で
あ

，
ま
し

ま
っ
。

ま
た

・
、
当
Ｓ
Ｆ
辞
Ｆ
、
Ｓ．
Ｆ。
さ

い
と
ビ
ミ
に
衝
兜
」
な

く
て
Ｆ
な
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
と
の
び
ｔ
あ
リ
ホ
せ
ん

が
ら

ｓ
Ｆ

と
ぃ
ゃ４
苺
蘭
孫

．
な

ぃ
グ
‐Ｌ
‐
ァ
２
っ
く
ろ
っ、
と
も
恭
溝

な
こ
と
び
あ
３

と
考
え
ら
な
さ
す
。

次
に
、
政

に
拳
決
こ
れ
て
い
ち
主
な
グ
」
Ｉ

Ｐ
と
秘
↑
嗅
〓

し
ま
す
こ
、

ノ
。Ｓ
Ｆ
人
影
劇
団
　
（
日
長

た
パ

以
下
⊇
鷹
田
見
ク
ん
導
た

．シ
す
リ
オ
ｏ
人
形
颯
作

か
ら
、
公
療
ま
で
す
べ
て
ず
施
設
な

ど
）

ュヽ
わ

っ
Ｚ
公
一本演
す
な

つ工
厚
．
曖

（島
こ
つ
て
‐、ノ

戸

い

こ
き
ロ

フ

て
い

う
。

２
ゴ

ぎ

尭
一自
峰
公

（
公
長
漬

島

含

興

ち
名

）

ヘ
ト
感
へ
た
な
り
に
苦
豊
（ｔ
大
い
Ｆ
愛
一し
こ
う
と
ｔ，
っ
大
な
わル

に
、
ば
ら
し
い
公
。
主
ト
ス
イ
ク
シ
ン
タ
中
Ｕ
．
お
棲
会
議
ヘ

≧
牟
φ
Ｚ
ぃ
手
す
。
警
雑
．紫
の
う
ま
こ
僣
蘭
い
ま
せ
ん
。

３
‐夫
栞
学
存
党
公

（
合
長

語ヽ
本

合
買

／
名
）

付
と

，
３
ん
げ
が
か
く
わ
か
ら
な
い
．
へ
ず
メ
ン
ジ

く
ネ

コ
＾
公

（公
長
・川
濃
　
公
（興
／
名
）

未
ガ
ド
お
い
て
は
ネ
・コ
ざ
地
ギ
を
え
配
す
３
と
い
う
つ）
と
よと

億
げ
て
い
る
人

，
婁
分き
り
で
は
な
い
。
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・
‐

騨
大
Ｓ
Ｉ
ｎ
空
公
会
い員
粛
鳥
の
０展
凝
的
な
．
個
程
内
浄
溝
転
２

熟
．冬
し
て
ゃ
針
ま
せ
ん
。



へ
会
月

砕
□
７
‐
ツ
〉

井

六
面
テ
明

（巖
学
部
一夏

。
会
長
）

０
ノ

９
／
８
年
Ｌ

ま
れ
．
創

モ
推
理
主

巨
の
５
Ｆ
部
門

で
、

「
マ
ラ

「

ッ
ト

潔

一召
Ｌ

（
ド
イ

ル
Ｙ

「
時
間

の
准

」
（
ウ
イ

ン
ダ

ム

）
ム

ウ

は
中

宙

捕

の
ゥ
Ｌ

（
プ

ラ
ッ
ド

ベ
リ

）
筆
注

翻
訳

こ
れ
Ｚ
い
る
。

来

川
瀬

ム

保
八
±
４

ゴ
曇
慇

）

０
ハ
。
こ
・
ク
ラ
ー
ク

・
星
新
一

Ｏ

芭
ゎ
ず
と
知

れ
た
公

の
創
議
渚

。
丈
摯
ミ

リ
の
Ｓ
Ｆ

マ
ニ
マ

．
奉

線

↑
ダ
ら
り

こ
並

ん
ビ

，５
Ｆ
の
本
と
性
あ
３
眼
障
付
か
に
取
り
行

か
れ
た

ょ
う
で

一め
り
、
Ｓ

Ｆ
逸
ヽ
い
３
時

ハ
鱗
詩

な
に

に
ュ
走

”
て
げ
３
、
と
い

ぅ
へ叶
が
ぁ

る
。
し
か
し
そ

の
Ｓ
Ｆ
に
対
す

３
補
キ

が
、
曖
た
Ｓ

Ｆ
碁
の

か
Ｈ

。
た
Ｆ

．

じ
存
ら
し
自
の
で
ぁ
ノ
ま
す
。
翻
訳
と
勉
強
一中
．

キ

土

島

利
二
十

（
法

３

・
幹

事
員

）

０
曇
莉

一
．
Ｆ
・
フ
ラ
ウ

ン
　
・
小
ス
た
東

・
シ
エ
ク
リ
イ
．
ｅ
ｔ

，

。
”

野
絡
ゝ

．
絵

本
希

張

．
賦

な
彎
聾

・
ク
リ

ス
テ
イ

，
ダ

ー
‐」

・
ユ

戸

――１
４

歩

・
Ｅ

・
ハ

・
未

ら

，
無

層

′
介

・
営

栞
賢

冶

の
ミ

議

・
義
奮

稚

れ
手

，
士
来
夫

１
長
ぎ

＝
町
手

，
志

セ
思

ば
‘

せ
ん

。
Ｐ
Ｐ
Ｈ

。
森

ム
良

子
が
ら
キ
、
春
Ｋ
ミ

的
平

用
主
共
若

ご
あ
３

と
言

わ
気

て

い
る
ｏ

米

舞

沢

議

一郎

一ふ

２

・
油
臭
支
部
員

）

。
Ｐ
′
ｋ
．
デ
ィ
ッ
ク

．
光
渇
諄

．
Ｊヽ
・
Ｃ
・
暉
ラ
ー
ド

○
目
人
誌
「
テ
ラ
」
の
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
ま

，
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ト

と
し
て
そ
の
ぬ́
は
、
沢
下
‐ミ
墨
「い
て
い
う
。
有
平
に
お
い
て
こ
．
ハ
イ

プ
ロ
ゥ

・
ハ
イ
亡
ン
ス
が
役
の
轟
り
こ
の
。

‘趣
味
こ
広
く
、
ぼ
挙
な
い
。

今
後
の
港
曖
バ
期
待
せ
ネ
３
．

＊

ュ使
ム
ェ
紀

（商
２

・
飛
泉
公
計
）

。
ゥ
ェ
ーし
だ

。
タ
ォ
ク
ト

・
ド
ロ
ウ
だ

０
年
在
、
夜
空
に
置
く
こ
と
愛
Ｒ
の
１０
セ
ン
４
の
に
対
ギ
望
止
衝
ご
ら

ｔ
ｒ
一
た
■
に
く
な
う
Ｄ
マ
ン
チ
ス
ト
（？
）
そ
の
せ
い
か
、
雄
大
■

ス
ヶ
ｌ
ｔ
こ
鬱
マ
ン
に
注
ホ
▼ら
ス
ベ
ー
ス
オ
や
ラ
と
ら
む
。
油
ヽ
ボ
‐

タ
ン
少
、
マ
ー
ジ
ヤ
ン
と
よ
く
し
、
Ｓ
Ｆ
有
の
ア
レ
イ
だヽ
―
イ
こ
眸
こ

れ
て
ぃ
ぅ
。
し
な
し
本
人
は
る
定
し
て
い
アつ
。

米

湯
川
Ｌ
特
●

へ
政
在
２
・

①
勢
ラ
ッ
ド
ベ
リ

・

ス
タ
ー
プ
ヨ
ン

０
フ
７
ン
タ
デ
ィ
米
の
パ
素々
鴻
人
物
。
プ
ラ
ッ
ド
ベ
ツ
ト
関
し
て
は
、

本
人
よ
ツ
モ
詳

し
い
こ
さ
わ
な
て
い
る
ｏ
去
年
は
あ
ま
り
流
躍
が
で
こ

な
が
っ
た
が
。
今
年
い
静
↓
卜
支
り
っ
て
げ
う
ｏ
一
部

で
は
な
性
が
入

公
し
た
け
、ラ
だ
と
言
ゎ
れ
て
ぃ
ち

が
、
「
一想
は
わ
な
ら
か
”
。



来

二雌
木
合
延
含
長
３
・
ミ
田
支
部
長
）

０
こ
新
一
・

０
以
前

〈
漣
的
饗
ｒ糞
・３
ｖ
Ｆ
風
し
て
い
卜
こ
と
こ
奉
つ
て
ヽ
サ
‐
ク
し

活
動
に
由
し
て
は
詳
し
く
、

ま
在
、積
経
”
ド
雑
″ミ
し
て
く
れ
て
し‐
る
。

今
年
膚
の
コ
労
落
歯
卜
早
く
こ
ノ
ミ
ネ
イ
ト
せ
な
ζ
い
う
。
奏
た
げ
の
た

い
縦
は
、
新
λ
Ｌ
Ｉこ
と
っ
て
い
爵ヽ
こ
と柴
●
で
さ
め
５
。

業

松
人

畔

（
二
３
・
全
も
お
ドヽ
）

①
プ
ラ
ッ
ド
ベ
リ

○
令
回
の
新
λ
朴
ミ

（
特
Ｆ
む
心
部
賓
）
募
条
卜
申
し
て
い
、
穴
墨
に

お
け
ふ
デ
ヨ
ン
・η
ｌ
タ
ー
的
邁
躍
と
し
、
こ
な
ま
た
ψ
Ｔ
Ｔ
ト
ノ
ミ
ネ

イ
ト
こ
れ
て
い
う
。
Ｓ
下
と
い
古
く
が
う
の
釧
乗
半
．
裁
森
で
い
、
Ｓ

卜
で
の
こ
の
よ
り
ヽ
サ
ー
ク
ル
と
し
て
＾
澪
勤ヽ
（
特
卜
人
彰
触

）
ト
ト

ず
な
ら
お
恥
ハ味
と
一本
し
て
い
う
．

米

癬
Ｔ
川
お
いた

（
ミ
ｂ
・
ハ
事
部
長
）

①
鳴

ト
ナ

ン

Ｏ

Ｅ
ら
、Ｓ

か
ら
の
ミ
徹

れ

の

Ｔ
人
．
Ｓ
Ｆ

い
あ
ま
ツ
い・ｍ
ん
で

行
い
が
．

Ｓ
Ｆ
角
藤
こ
＾
は
導
き
。
常
昨
年
絡
（み
桑
０
こ
な
い
ス
マ
イ
リ
ス
ト
．

金
ど
脅
砕Φ
♪
の
が
趣
昧
♂
め
３
し
い
わ
れ
て
げ
る
。

来

（ぶ
ぃ
ロ
　
ェ
視

（
ェ
３

・
渉
外
部
晨

）

①
特
―〓
を
し

Ｏ

Ｅ
Ｓ
Ｓ

ぃ
ぅ

の
ミ

向
れ

の

一
人
。

Ｓ

Ｆ
は
あ
ま
リ
ミ酔
ん
ぴ
い
庁

い
が

中
諫
嗜
ふ
み
。
さ
っ
と
こ
彼
は
有
卜
で
こ
雫
味
と
尋
つ
と
疇
こ
ネ
て
い

ぅ
。
」ゎ
ま
れ
ら
‘
ィ
ャ
之
け
さ
ぇ
な
ぃ
ァ
ィ
フ。
の
一
人
で
１
心
か
的
に

わゞ
鈴
ト
ル征
エギ
し
こ
く
れ
て
い
う
。

米

握

崎

史

（工
２

１ヽ

公
ハ・長
）

ヽ
ノ
　
・　

／

′
は

．ヽ
り

ヽ
し

０
５
Ｆ
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
び
い
は
い

な
卑
め
暗ヽ
気
が
得ヽ
ふ
ひ
、

ノ‐＼
単

２
年
＾
時
、
日
０
摯
と
，２
化
莫
以
下
ク
３
桁
き
び
略
に
し
、
担
在
の
先

佳
と
督
ち
か
し
Ｆ
と
ぃ
ぅ
お
は
中
か
な
い
。
相
対
壮
や
理
の
秘
空
が
鳳

吹
と
い
つ
ヽ
ユ
ニ
‐
ク
な
基
絡
の
持
ち
主
ら

米

臼

後

益

男

ヘ
ミ
／

・
・テ
・′
・静
量

可

）

①
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
　
‘
構
日
一■
一康
隆
一

の

「“復
卜
Ｐ

，
タ
リ
の
サ
ー
ク
彬
が
あ
り
ま
し
ト
ピ
と
さ
，
て
入
公
し

た

と
い
っ
伝
謙

あ
ミ

Э
憾

丼
の

ス
ラ
ル
ス
テ

●
）
ク

５

Ｆ
が

ら
Ｃ

と
し、

八
ノ
。

Ｔ
一蛍
卦

の
く
き
に
、

科ヽ
学
的

５
Ｆ
Ｔ

，
ま
り
も

こ
か
摩
静

い
と
い

う
誌

（
本

当
ぴ
あ
う
。



米

坂
轟
／
犯
子

（
立
２
・
テヽ
ラ
』縮
果
各
ミ

）

０
ソ
フ
ウ
ン

・
プ
ラ
ッ
ド
ベ
リ

②

フ
ァ

ン
タ

アヽ
イ
Ｘ
の

一
人

Ｄ
プ
ラ
ン

ド
ベ
ツ

の

「
有
か
が
重

と
い

，

Ｚ
く
る
Ｌ
が
行
一と
こ
さ

ぇ
ず
、
こ

と
い
う
。

ま
た
。
ミ

ス
テ
ク

の
ア
ア

ン
び
こ
あ
り

、
ク
リ

ス
テ
ィ

・
ク
イ
ー

ン

・
送
盈
義
魯
ど
の
本

澤
物
を
得

む
。

ま
こ

と
に
彙
盤
一相
な
６

み
ぴ

あ
う

と
・５
わ
れ
て
い
ろ
。

米

坂

丼

腱
合
手

（
丈

／

・
合

宿

な

目

）

①

ゥ
ォ
ク
ト

．　
ラ
ッ
と

し

ｏ

ア

ン
デ

ー
ス
ン

○
憾
こ
凄
作
．党
の
名
前
と
掟
て
こ
つ
か
る
と
お
り
ｏ
か
な
り
な
Ｓ
Ｆ
ｉ

で
あ
ち
。

川
鶏

こ
ん
ヒ
対
寧

Ｆ
Ｓ

ド
に

つ
ιｌ
マ
誇

纂
ろ

め
は
、
・Ｒ
幹
と

ぉ
ι‐
て
は

、
ρ

卜
な

い
じ
、暉
こ

れ

て
し―
う
。
そ

ク
い

つ
た
点
Ｐ味
び
滋

、

八
公
に
一バ
け
ｂ
書
車
な
な
雄
公
ド
ヘの
一
人
で
あ
ち
・。　
　
　
　
．

‐ヽ′不
　
、杵
一
朝ヽ
一（）
一ヽ
甲

（
ミ

／

①

¨
Ｉ

声
織
」

。

小

腋

）唇
Ｆヽ

０
革
公
Ｇ
日
人
気
¨
と
同
じ
洛
前

の
回
目
の
国
人
誌

「
テ
ラ
Ｌ
↑
参

油
し

て
ぃ
↑
こ
と
し
さ
ノ
．
シ
ョ
ー
ト

．
シ
ョ
ー
ト
と
こ
の
停
す
る
。
Ｓ
Ｆ

卜
繭
し
て
ぃ
造
ぉ
深
く
ご
覆
待醸
せ
各
ぅ
六
型
新
た
０
一
人
で
あ
う
と
い

？ヽ
”
ｉだ
・め
う
。

米

虫

陳

祥
一轟

（
１
／

０
プ
ラ
ウ
ン

・
ド
ロ
ク
だ

０
、料
ｃ寧
准

の
螢
ぃ
Ｓ
Ｆ
ょ
ッ
こ
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
こ
エ
ン
タ
デ
イ
メ

ン
ト
眸
徹
し
た
Ｓ
Ｆ
が
ら
こ
・

し
た
が
つ
て
プ
ラ
ウ
ン
が
う
こ
で
二
継

の
゛
ス
一７
メ
系ヽ
（^
″準
品
０
か
か
り
曇
弾
ん
び

し１
ろ
。

来

に
敗

口

一
土
へ

（
工
３

・

０
特
Ｌ
ナ
ン

０

５
Ｆ
ｘ
ｃ
の
こ
の
よ
ツ
む
獣
』
２
ふ
ァ

の
が
大
変

に
う
こ
で

、
５
Ｆ
駐

島
ｔ
た
い
て
い
の
こ
の
な
う
見
て
い
る
。

来

池

』

美
卒

（
テ

９

７
シ

モ
フ

。
ァ
シ

．
７
の
熱

（
的
、
本
信
的
ゴ
」ミ
ロ
納

Ｌ
‐
Ｌ

，
■
乙
１
／
１
小
ノ
、

ア
ン
Ｅ
フ
の
ど
こ
ざ
い
い
の
が
め爵
か
づ
な
い
任
・ど
と
お
う
こ
・
・蔵
こ
れ

が
袷
な
い
が
りヽ
注
せき
た
用
す
う
。

沐
　
ノ‐
‐＼
島

義

一、印

（
ェ
２

．

０
特

卜
不
明

０
・べ
平
理
に
所
属
し
て
お
り
、
セ

ぢ
う
‐こ
力
を
■
省

で
い
五
が
、
Ｓ
Ｆ

の
ォ
Ｆ
と
力
２
例
れ
乙
じ
ら
し‐
た
ｔ‐
と
り
う
都ヽ
が
で
之
い
７，
。



来

〕【
川

孔ヽ
手

（
±
３
・

②
″
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
群
鬼
公
め
幹
事
長
で
ぜ
あ
３
．
ど
う
ノ
ク
訳
一が
、

５
Ｆ
書
に
こ
（″
仲
し
乙
しヽ
う
。
詳
し
い
ご
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

米
Ｏｒノに
■
か
し
在
う
ゴ
う
か
と
い
う
眸
こ
が
ひ
て
い
子
．

米

山

ロ

ム
を
す

（
′【案
、懇
滑
、
メ

Ｏ
Ｓ
Ｆ
よ
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